
 

 

岡山市広報連絡資料 

                 令和５年８月４日 

 

 

 

 

岡山芸術創造劇場 ハレノワが令和５年9月1日に開館するのにあわせて、戦後の岡山におけ

る演劇のあゆみを、岡山市立中央図書館の所蔵資料でたどる展示を開催します。 

 

１ 日 時 

令和５年９月1日（金）～10月1日（日）   9月18日（月・祝）を除く、毎週月曜日は休館 

開館時間 10時～18時（木曜日は11時～19時）  

 

２ 場 所 

岡山市立中央図書館 ２階視聴覚ホール前 展示コーナー（北区二日市町）    入場無料 

  

３ 内 容 

・岡山市は昭和 20 年 6 月 29 日の岡山空襲で中心市街地の大半が焼失し、演劇を上演できる

施設も多くが失われました。しかし戦時中には行えなかった文化的な活動への渇望から、この時

期には演劇にも熱気が込められ、物資の欠乏の中でも苦労をいとわず上演が行われたのでした。 

 

・こうしてバラック建ての劇場や、戦災を免れた学校の講堂、応急修理した岡山市公会堂などで

上演が始まり、昭和28年には天満屋百貨店に本格的な劇場である葦川
い せ ん

会館が完成します。これ

らの施設で数々の名舞台が演ぜられ、昭和38年の岡山市民会館の開館へ結実して行きました。 

 

・そこで岡山市立中央図書館所蔵の資料から、公演のパンフレットやポスター、会報誌、上演施設

の図や写真など約30点を展示し、岡山市民会館の開館までの戦後岡山の演劇を振り返ります。 

 

４ その他  

関連講座 「戦後岡山の演劇と上演施設」 

日時  令和5年9月１0日（日） 14時～16時 

会場  岡山市立中央図書館 2階視聴覚ホール   先着60名（申込不要）  聴講無料 

講師  飯島章仁（当館学芸副専門監）  

 

  

 

企画展示「ハレノワ開館に寄せて 所蔵資料にみる戦後岡山の演劇」

を開催します   

 

【問い合わせ先】                     

岡山市立中央図書館 飯島・沖田  直通086-223-3373 

 

 

 



 

 

おもな展示品 

 

岡山県社会教育協会（編集・発行）『青年演劇脚本集』（昭和22年8月31日発行） 

戦後に熱気を帯びた青年演劇へ提供する優れた脚本を求めて、

岡山県社会教育協会（会長、黒正巌
こくしょういわお

）が昭和21年10月に募集を

行い、応募作の中から選ばれた作品と、審査にあたるなどした劇

作家の作品を、あわせて５作掲載したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

第1回演劇教室、前進座公演「ベニスの商人」（昭和23年4月30日、倉敷高等女学校講堂。

同年5月1日、岡山市弘西
こうさい

小学校講堂）のパンフレット 

「演劇教室」とは、戦後、岡山県社会教育課が中心になり、優れ

た演劇を紹介するために第33回まで開催された演劇公演です。

シェークスピア劇を上演したこの公演のパンフレットは、その初回

のものです。東京から前進座を招き、倉敷と岡山で開催されまし

たが、岡山では戦災を免れた弘西小学校の講堂が会場に使用さ

れ、大きいガラス窓に暗幕を張って行われました。 

なお、演劇教室の実務を裏方で支えたのは、さまざまな分野の

専門家の自主的な集まり、岡山芸能懇話会でした。 

 

 

第6回演劇教室、俳優座公演「桜の園」（昭和26年2月9日、10日、岡山市公会堂）のパンフレッ

ト（2種） 

チェーホフ原作、千田是也
せ ん だ こ れ や

演出、東山
ひがしやま

千栄子
ち え こ

主

演。会場は、現在の岡山県庁の付近にあった岡山

市公会堂でしたが、戦災で破壊された屋根をトタ

ン板で応急修理したばかりでした。舞台上のさま

ざまな道具も、にわか仕立てで調達するなど、悪

条件下にもかかわらず関係者の努力で俳優座の

地方公演を実現させ、歴史的な成功を収めた上

演でした。 

 



 

 

劇団あかしあの会 公演パンフレット 

第1回試演会「湖の娘」ほか（昭和27年11月30日、朝日高校国富校舎講堂） 

第２回試演会「たつのおとしご」ほか（昭和28年7月5日、山陽学園淑徳館） 

第1回公演「瀬戸内海の子供ら」（昭和28年11月15日、天満屋葦川会館） 

第2回公演「怒涛」（昭和29年11月21日、天満屋葦川会館） 

 戦後の演劇の熱気を支

えたのは若者たちでした。

高校生が中心になった学

生演劇や、青年演劇が活

発に行われ、そこから演劇

に携わる人々が育ち、劇

団を牽引していきました。 

そうした若者たちを加

えて結成された「劇団あかしあの会」は、昭和27年の試演から昭和33年の第18回公演まで、多

幕の劇に取り組むなど果敢な成果をあげ、「劇団うちうみ」および「劇団ひびき」に引き継がれて

行きました。 

なお、昭和28年10月1日に天満屋百貨店の屋上に最大800席の劇場として葦川会館がオー

プンしたため、以後の演劇公演はここを会場として実施されることが多くなります。 

 

岡山市民会館の建設と落成 

 天満屋葦川会館の開館から10年後の昭和38年3月に岡山市民会館が開館しました。約

1700席で、昭和3７年に開館した岡山県総合文化センター（現、天神山文化プラザ）のホール

（約３００席）とあわせて、市内に多様な席数のホールがそろうことになりました。 

 

 

 

 

 

パ ン フ レ ッ ト       建物写真 

 

 

 

                   

 

 

 

岡山市民会館落成記念行事のチラシ 


